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平成29年度一般会計（補正第３号）
２億4,677万円を追加し

総額165億433万１千円となる

　平成 29年９月定例会は、９月１日～ 26日までの 26日間開催され、一般

質問には16人が登壇し、神埼市政全般について質疑を行いました。

　一般会計補正予算の主な歳出では、明治維新150年記念さが維新交付金事業、

新庁舎建設事業など２億 4,677 万円が追加され、総額 165億 433 万１千円

となりました。

主　な　事　業 補正額 事　業　の　内　容

明治維新150年記念
さが維新交付金事業

506万7千円
①伊東玄朴生誕祭
②神埼の偉人とその業績ＰＲ映像作成
③神埼の偉人と偉業展

新庁舎建設事業 3,661万8千円
①神埼町保健センター等解体工事監理委託料
②神埼町保健センター等解体関連工事請負費

神埼市地球温暖化対策
実行計画策定業務

933万2千円

①公共施設の温室効果ガスの排出量調査
②市役所庁舎内の環境配慮行動調査
③省エネルギー診断結果と環境改善方法等の取りま
とめ
④具体的な計画内容を検討、計画書の作成

神埼市地元購買力推進
券事業

750万円
市内経済循環を向上させ地域及び地元商工業の活性
化に資するため、プレミアム付き商品券を販売する

へき地診療所設備整備
事業

346万1千円
①自動分包機の導入
②薬剤監査支援システムの導入
③低周波治療器の導入

９月定例会

■主な補正

補　正　予　算
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これが聞きたい！
まちづくり市民活動支援事業　1,100 千円

明治維新 150 年記念さが維新交付金事業　5,067 千円

療養給付費及び特定健診等（国庫・県費等）返還金　51,610 千円

私立・管外保育所等運営事業費（国庫・県費）返還金　20,226 千円

Q 今回の補正によって、どれぐらいの団体が事業に取り組むのか。また、その事業内容はど
のようなものがあるのか。

A
現在 19 団体に交付決定を行っているが、他にあと７団体が事業取り組みの意向を持って
おり、交付支援の必要がある。各団体の取り組み状況については、地区の特性を活かした
活性化、子どもたちへの伝統行事の継承、地域を盛り上げるためのレクリエーション活動
等がある。

（事業の目的）市民の主体的な参画による、行政と協働したまちづくりへの取り組みを推進す
るため、市民団体が自主的に行う公益性のあるまちづくり活動に対し、補助金を交付して支援
するものである。

Q 事業で作成された映像等は、今後、神埼情報館で発信予定とあるが、いつ頃、情報館を開
設するのか。

A 現在、実施設計に入るための基本設計等の準備をしている段階で、平成 32年を予定している。
明治維新 150年記念さが維新交付金事業で作成した映像等を情報館でも活用する。

Q 特定健診の受診率について、厚生労働省が示している目標及び神埼市の実績は何％か。
A 厚生労働省が示す目標は 60％であり、神埼市の実績は平成 28年度は 36％である。

Q 私立・管外保育所等運営事業費（国庫・県費返還金）について、事業費の見込額と実績額
の差が生じた原因は何か。

A
２月補正で昨年度の実績に２％上乗せして算定をした中での減額補正を行った。その後、加
算率の付加対象が多くなることが見込まれたため、余裕をもった中で変更申請を行ったこと
により、結果的に国庫、県費返還が大きくなっているような形になっている。

（事業の目的）県では、県内市町との連携のもと、平成 30 年３月 17 日から平成 31 年１月 14
日まで、明治維新 150 周年を記念した『肥前さが幕末維新博覧会』を開催される。
　この博覧会開催に合わせて、市では、幕末から明治・大正・昭和初期に神埼の発展や日本国
内の各分野で活躍した人物を取り上げ、映像や展示パネル等を活用して、その偉業を内外に情
報発信し、神埼市民としての誇りや本市への興味の醸成、来訪者の増加を図るものである。

（事業の目的）市民の安心・安全で質の高い医療が受けられる体制を確保し、国庫・県費等各
種医療給付の充実と、予防事業に重点をおいた特定健診等を実施し、国民健康保険財政の健全
な運営に取り組むものである。

（事業の目的）保護者の労働や疾病等の理由により、家庭において保育ができない児童や教育
を受けたい児童を保護者に代わり児童福祉の向上を図ることを目的として、私立・管外（市外）
保育所等や認定こども園にて保育・教育の実施を委託する。
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Q
市職員の源泉所得税納付の遅れにより 347,500 円の不納付加算税が発生した件で、市の
損失分を関係職員が一部自主返納したということだが、今後金額が大きくなった場合もさ
せるのか。

A

市職員の公務上の違法行為により市民に損害を与えた時は、基本的には市が損害賠償を負
う。その上で、法令により市は市職員の故意又は過失により、損害額の全部又は一部の支
払いを求めることになる。
今回のように法令に基づかない自主返納を受けるかどうかについては、状況や内容、市職
員の違法性、損害額の大きさなどケースごとに考える必要があると思う。

Q

今までは認知症患者の方にも申告を義務づけられ
ていたが、実際に申告することができない方の場
合は、現実的にどのようにされていたのか。家族
などが代理で申告されていたのか。

A

これまでは、全て申告してもらっていた。本人が
できない場合は同世帯の方、親戚の方などが申告
していた。今回の条例改正はその負担をなくすも
のである。

各常任委員会のＱ＆Ａ
総務常任委員会

産業建設常任委員会

総務企画部

産業建設部

《議案第49号》（賛否：全員賛成）
神埼市長等の給料月額の特例に関する条例の制定について

《議案第50号》（賛否：全員賛成）
神埼市営住宅管理条例の一部改正について

市営住宅　姉団地
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Q 小森野地区からの反対があっているということで、スケジュールに影響はないのか。

A
反対されている地区については、基本は鳥栖市が説得にあたっているということで、現実
には、その状況を見守るしかないと思っている。ただ、日程的にどうなのかというと、期
限がきめられているので、スケジュールの期限の範囲内でと鳥栖市にお願いすることになる。

Q 脊振広域クリーンセンターの職員は、新しい施設
ができた時の扱いはどのようになるのか。

A

職員については、新しい組織、処理場の職員数が
どうなるのか、どこに委託するのか全く決まって
いないので、その決定と同時に脊振広域クリーン
センターで働いている方たちが移れるのかどうか
を確認したいと思っている。そこに移ることがで
きる可能性がどれだけあるのかということになる
と、100％ではないということも現実の話である。

各常任委員会のＱ＆Ａ
文教厚生常任委員会

市民福祉部

《議案第51号》（賛否：全員賛成）
佐賀県東部環境施設組合の設立について

脊振広域クリーンセンター

神埼市民の願いを意見書にして国に届ける

　　公的年金は高齢者世帯収入の約７割を占め、約６割の高齢者世帯が年金収入だけで生
活しており、老後の生活保障の柱となっています。
　　現在、年金の支給は隔月ですが、欧米諸国では毎月支給を実施しているところが多く、
年金生活者にとって年金が毎月支給されることによって、月ごとの計画的な生活設計が
成り立つことが期待されます。
　　特に、若者からの信頼を高めるためには、年金給付における世代間格差をこれ以上拡
大させず、あわせて、将来的に持続可能な年金制度に改善することが求められます。
　　高齢者の生活を守るためにも地方自治法第 99 条の規定に基づき下記内容の意見書を
提出します。

記
１．年金の隔月支給を国際水準並みに毎月支給に改めること。
２．年金支給開始年齢はこれ以上引き上げないこと。

誰もが安心できる年金制度の実現を求める意見書（内容は抜粋）

〈意見書第３号〉
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意見書第２号　佐賀空港及び暫定的な陸自駐屯地へのオスプレ
　　　　　　　イ等の配備計画に反対する意見書

賛否があった意見書を紹介します。

原　
　

信
義

○

片
江　
　

護

○

佐
藤　

知
美

○

福
田　

淸
道

○

永
沼　
　

彰

×

松
本　

軍
二

×

木
原　

憲
治

×

山
口　

義
文

×

山
田　

一
明

○

原
口
ひ
さ
よ

×

白
石　

昌
利

×

野
副　

昭

×

野
口　

英
樹

○

藤
瀬　

光
正

中
野　
　

均

○

簑
原　
　

忍

×

宮
地　
　

明

×

西
原　

正
剛

×

田
原　

和
幸

×

葊
瀧　

恒
明

果結決議号番案議

否決意見書第２号

　我が国周辺を取り巻く環境のもと、安
全保障会議の答申に基づき「国家安全保障戦略について」を閣議決定されました。安全保障上
の課題や不安定要因は、より深刻化しております。
　オスプレイの配備先として、様々な運用事情から佐賀空港が配備先として、最適の飛行場で
あると判断されております。安全保障体制の構築のため、漁業者に対しては、諫早湾干拓事業
など、公共事業への不信感を払拭するため、真摯な努力を見聞しております。

　必要な理由としてまず、沖縄の基地負
担の軽減が挙げられる。また、北朝鮮の脅威についても非常に危ういところにきており、専守
防衛である以上、島しょ部に何かあったときには、輸送や速度の能力が高いオスプレイが必要
であると考える。様々な条件を考慮して佐賀空港への配備を計画されており、この意見書には
反対する。

　アメリカではオスプレイは未亡人製造
機と言われており、州によっては上空を飛行させないという決議をしている。アメリカ海兵隊
の殴り込み部隊の輸送を行う戦闘機であり、そのようなものを県都にもってくるのは重大な過
ちである。大東亜戦争、第二次世界大戦での日本の敗戦を振り返ると、国策が常に正しいとは
限らず、県民、市民の安全を脅かすものには断固反対するべきだ。

　反対の理由の一つとして、当初、佐賀
空港には自衛隊を持ち込まないという約束がなされていた。また、諫早湾干拓事業を持ち込ん
での駆け引きのような話もされており、混同するべきではないと考えている。

　オスプレイは欠陥機だと言われ、世界
各地で重大な事故を起こしています。
　最近の大分の事故の場合は、共産党の調査団の聞き取りに対して、米軍関係者は、「火をは
くような、こんな事故は日常茶飯事のことだ」と言っています。
　賛成の第二の理由は、オスプレイ配備は地域経済に貢献するどころか平和な地域経済と生活環
境を破壊する重大な政策だということです。日本一のノリ生産や世界の人々を招き行われてい
るバルーン世界大会、格安航空会社の佐賀空港への誘致と一体となった観光業への発展に重大
なマイナス影響を与え、県内経済を壊すことになります。

　事故に対する原因を徹底解明すること
は重大であり、県は県議会の受け入れ容認決議は「極めて重い」として「その意志を尊重したい」
としたものの、「事故原因の報告」と「原因究明が無ければ計画の受け入れ可否の判断を示す
ことはない」と明言しています。漁業者の意見に対しては、「理解促進に努める」と今後も協
議が進められると思われます。
　昨年４月の熊本地震などの大規模災害での救援物資の運搬などで貢献している事もあり、安
全確保は最大の課題であり、県の対応を注視することが望ましいと考えます。

〈議案に対する反対討論〉　松本　軍二　議員

〈議案に対する反対討論〉　田原　和幸　議員

〈議案に対する賛成討論〉　原　　信義　議員

〈議案に対する賛成討論〉　片江　　護　議員

〈議案に対する賛成討論〉　佐藤　知美　議員

〈議案に対する反対討論〉　野副　　昭　議員



神埼市議会だより　第44号

7

かおテレビを体験（池田市）

視察の様子（中津市）

文教厚生常任委員会の研修報告

産業建設常任委員会研修報告

　

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
は
、

７
月
４
日
、
５
日
で
行
政
視
察

研
修
を
行
っ
た
。
４
日
は
大
阪

府
池
田
市
に
お
い
て
「
か
お
テ

レ
ビ
」
を
テ
ー
マ
に
研
修
を

行
っ
た
。「
か
お
テ
レ
ビ
」と
は
、

子
ど
も
の
目
線
の
動
き
を
測
定

し
、
子
ど
も
の
発
達
傾
向
を
把

握
す
る
も
の
で
、
１
歳
６
ヶ
月

児
健
診
と
併
せ
て
、
任
意
で
測

定
さ
れ
て
い
る
。
結
果
に
つ
い

て
は
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
分
析

し
て
保
護
者
へ
伝
え
る
。
客
観

的
な
デ
ー
タ
と
な
る
た
め
、
普

段
自
分
が
子
ど
も
に
感
じ
て
い

る
発
達
傾
向
と
照
ら
し
合
せ
、

子
育
て
の
手
助
け
に
な
り
、
保

健
師
や
保
育
士
と
測
定
結
果
を

基
に
話
し
合
い
良
好
な
関
係
を

築
く
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
で

３
０
０
万
円
程
度
の
費
用
が
か

か
り
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
つ
い

て
は
、
特
別
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

受
講
し
た
者
し
か
行
う
こ
と
が

で
き
ず
、
新
し
い
事
業
で
全
国

的
に
も
事
例
が
少
な
く
、
十
分

　

７
月
13
日
か
ら
14
日
に
か
け

て
、
大
分
県
臼
杵
市
及
び
中
津

市
で
行
政
視
察
研
修
を
行
っ
た

の
で
報
告
す
る
。

　

臼
杵
市
で
は
「
有
機
農
業
の

推
進
」
を
テ
ー
マ
に
視
察
研
修

を
行
っ
た
。

　

同
市
は
、
安
全
な
農
産
物
の

提
供
の
た
め
、
完
熟
堆
肥
「
う

す
き
夢
堆
肥
」を
製
造
す
る「
臼

杵
市
土
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
」
を

開
設
。「
う
す
き
夢
堆
肥
」
な

ど
で
栽
培
し
た
農
産
物
を
市
長

が
「
ほ
ん
ま
も
ん
農
産
物
」
と

し
て
認
証
し
、
付
加
価
値
の
高

い
ブ
ラ
ン
ド
商
品
と
し
て
販
売

さ
れ
て
い
る
。「
有
機
野
菜
」

や
「
給
食
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

臼
杵
市
へ
移
住
さ
れ
る
方
も
い

る
と
の
こ
と
で
、
定
住
対
策
に

も
繋
が
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
っ

た
。

　

次
に
中
津
市
で
は
、「
６
次

産
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
テ
ー

マ
に
視
察
研
修
を
行
っ
た
。

　

同
市
は
、平
成
23
年
に
Ｊ
Ａ
、

漁
協
、
商
工
会
等
を
構
成
員
と

に
検
証
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
７
月
５
日
は
泉
大
津
市
に

お
い
て「
不
登
校
対
策
」を
テ
ー

マ
に
研
修
を
行
っ
た
。
泉
大
津

市
で
は
第
三
者
に
よ
る
訪
問
型

家
庭
支
援
組
織
「
ス
マ
イ
ル
サ

ポ
ー
ト
チ
ー
ム
」
を
設
置
。
家

庭
環
境
の
複
雑
・
多
様
化
を
原

因
に
不
登
校
等
、
様
々
な
ト
ラ

ブ
ル
が
起
き
て
お
り
、
教
員
の

多
忙
化
に
よ
り
各
家
庭
へ
十
分

な
指
導
を
行
う
こ
と
が
で
き
な

い
現
状
が
あ
り
、
今
後
は
人
員

確
保
が
課
題
と
な
る
が
、
訪
問

型
の
家
庭
支
援
は
非
常
に
有
効

に
な
る
と
い
え
る
。

し
て
、「
な
か
つ
６
次
産
業
創

生
推
進
協
議
会
」
を
設
置
し
、

各
産
業
の
連
携
に
よ
る
商
品
の

付
加
価
値
や
所
得
の
増
加
、
雇

用
の
増
加
等
を
目
的
と
し
て
、

６
次
産
業
化
の
取
り
組
み
を
支

援
し
て
い
る
。
ま
た
、
中
津
市

内
の
農
林
水
産
物
を
活
か
し
て

生
み
だ
さ
れ
た
６
次
産
業
品

を
、
広
く
市
内
外
の
消
費
者
に

対
し
て
販
売
及
び
Ｐ
Ｒ
す
る
た

め
、「
中
津
市
６
次
産
業
推
奨

品
」
と
し
て
認
証
す
る
工
夫
も

さ
れ
て
お
り
、
農
山
漁
村
地
域

の
活
性
化
を
図
る
努
力
を
さ
れ

て
い
た
。

簑原　　忍 委員長

藤瀬　光正 委員長
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委員会の様子

脊振町複合施設建設予定地

議会改革検討特別委員会の活動報告

神埼市まちづくり特別委員会の活動報告

　

８
月
２
日
の
委
員
会
で
は
、

７
月
25
日
に
区
長
会
か
ら
提
出

さ
れ
た
「
神
埼
市
議
会
議
員
定

数
の
削
減
等
」
に
関
す
る
要
望

書
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
た
。

　

要
望
と
し
て
は
、
議
員
定
数

を
適
正
規
模
と
し
、
議
会
基
本

条
例
の
制
定
を
求
め
る
も
の
で

あ
る
。
議
員
定
数
に
関
し
て

は
、
地
方
議
会
の
果
た
す
役
割

と
責
任
が
大
き
く
な
っ
て
い
る

背
景
を
踏
ま
え
、
慎
重
審
議
の

た
め
、
継
続
し
て
協
議
し
て
い

く
こ
と
と
し
た
。
議
会
基
本
条

例
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の

経
過
を
踏
ま
え
、
９
月
12
日
の

第
２
分
科
会
で
協
議
し
て
い
た

だ
い
た
。
分
科
会
で
は
、「
任

期
が
残
り
少
な
い
中
で
性
急
に

制
定
す
る
の
で
は
な
く
、
十
分

に
時
間
を
か
け
て
議
論
す
る
べ

き
」
等
の
意
見
が
出
さ
れ
、
改

選
後
の
議
会
で
協
議
す
る
こ
と

と
さ
れ
た
。

　

９
月
15
日
の
小
委
員
会
で
協

議
項
目
を
整
理
し
、
９
月
20
日

に
委
員
会
を
開
催
し
た
。
委
員

　

去
る
９
月
21
日
に
神
埼
市
ま

ち
づ
く
り
特
別
委
員
会
を
開
催

し
た
。
委
員
会
で
は
執
行
部
出

席
の
も
と
、
ま
ず
報
告
事
項
と

し
て
７
月
20
日
に
開
催
さ
れ

た
「
第
13
回
脊
振
町
複
合
施
設

建
設
検
討
委
員
会
」
及
び
７
月

21
日
に
開
催
さ
れ
た
「
第
３
回

千
代
田
庁
舎
利
活
用
検
討
委
員

会
」
へ
そ
れ
ぞ
れ
に
出
席
し
た

委
員
か
ら
会
議
の
状
況
報
告
を

受
け
た
。
千
代
田
庁
舎
利
活
用

の
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
方
法

や
回
収
状
況
等
に
つ
い
て
、
質

疑
や
空
き
ス
ペ
ー
ス
活
用
の
意

見
が
あ
っ
た
。
次
に
新
庁
舎
建

設
事
業
で
今
後
、
執
行
部
よ
り

12
月
議
会
定
例
会
に
工
事
費
用

関
連
の
補
正
予
算
議
案
や
条
例

改
正
議
案
を
上
程
し
、
来
年
の

３
月
議
会
定
例
会
に
は
建
設
工

事
の
本
契
約
に
関
す
る
議
案
の

上
程
を
予
定
し
て
い
る
旨
の
説

明
を
受
け
た
。
ま
た
、
協
議
事

項
と
し
て
「
ま
ち
づ
く
り
に
係

る
視
察
研
修
」
に
つ
い
て
協
議

を
行
っ
た
。
今
後
庁
舎
利
活
用

会
で
は
、
ま
ず
、
議
会
基
本
条

例
に
つ
い
て
協
議
し
、
第
２
分

科
会
の
結
論
ど
お
り
、
改
選
後

の
議
会
に
お
い
て
協
議
し
て
い

た
だ
く
こ
と
と
し
た
。
次
に
、

継
続
し
て
協
議
を
行
っ
て
い

た
、「
決
算
特
別
委
員
会
に
お

け
る
監
査
委
員
報
告
に
対
す
る

質
疑
」
に
つ
い
て
は
、
事
前
通

告
を
行
っ
た
う
え
で
質
疑
を
行

う
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
議
員

定
数
に
つ
い
て
は
重
要
な
問
題

で
あ
り
、
再
度
委
員
か
ら
様
々

な
意
見
を
聴
収
し
、
議
会
と
し

て
の
対
応
に
つ
い
て
協
議
を

行
っ
た
。

や
周
辺
整
備
等
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
議
論
し
て
い
く
た

め
、
議
会
と
し
て
は
旧
庁
舎
を

活
用
し
た
熊
本
県
山
鹿
市
の

「
鹿
本
市
民
セ
ン
タ
ー
」、
及
び

「
鹿
央
中
央
市
民
セ
ン
タ
ー
」

へ
視
察
研
修
を
行
う
こ
と
で
決

定
し
た
。
今
後
の
委
員
会
と
し

て
新
庁
舎
及
び
脊
振
町
複
合
施

設
建
設
の
進
捗
に
合
わ
せ
検

証
、
千
代
田
庁
舎
利
活
用
や
周

辺
整
備
も
含
め
た
全
体
の
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
も
調
査
研
究

し
て
い
く
。

山口　義文 委員長

山田　一明 委員長
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市内を走る巡回バス

一 般 質 問
議
員　

ダ
ム
関
連
の
道
路
網

整
備
は
脊
振
、
仁
比
山
地
区

の
発
展
の
要
。
国
の
提
示
を

待
つ
の
で
は
な
く
、
市
の
要

望
を
早
期
に
ま
と
め
、
国
に

提
案
を
。

岸
川
産
業
建
設
部
長　

住
民

の
関
心
も
高
く
、
重
要
な
道

路
で
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て

い
る
。
関
係
各
位
と
の
協
議

を
進
め
、
具
体
的
な
計
画
の

提
示
に
つ
い
て
国
と
連
携
を

図
り
た
い
。

議
員　

周
辺
整
備
と
し
て

〝
遊
学
館
〟
周
辺
は
、
店
舗

も
増
え
観
光
客
も
多
い
。
遊

学
館
の
利
活
用
を
再
考
し
、

更
な
る
賑
わ
い
の
創
出
を

図
ら
れ
た
い
。
ま
た
、〝
も

み
じ
の
湯
〟
は
市
内
外
で
利

用
料
金
の
差
を
設
け
て
い
る

仁
比
山
地
区
周
辺
の
環
境
を
生
か
し
積
極
的
な
整
備
推
進
を

可
能
性
を
探
り
つ
つ
、検
討
を
進
め
た
い

答

が
、
市
外
か
ら
の
利
用
客
を

増
や
す
取
り
組
み
の
検
討

を
。
以
前
も
指
摘
し
た
が
、

施
設
設
備
に
対
し
浴
場
が
狭

く
、
泉
質
も
以
前
の
施
設
時

代
よ
り
悪
く
な
っ
た
。
利
用

者
の
目
線
で
再
度
検
討
し
、

加
え
て
宿
泊
施
設
等
の
整
備

を
一
体
的
に
行
え
ば
恵
ま
れ

た
景
観
と
地
域
資
源
で
仁
比

山
地
区
は
観
光
の
拠
点
と
な

る
。

市
長　

市
内
に
宿
泊
施
設
が

欲
し
い
と
思
っ
て
い
る
が
需

用
は
県
か
ら
交
付
を
受
け
、

保
険
給
付
費
を
支
払
う
こ
と

に
な
る
。

　

被
保
険
者
に
つ
い
て
は
、

現
行
と
大
き
く
変
る
こ
と
は

な
い
。

議
員　

県
単
一
化
に
向
け

て
、
市
町
の
担
当
者
会
議
が

開
か
れ
て
い
る
が
、
議
論
の

中
心
、
市
町
で
の
課
題
を
ど

の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

議
員　

県
単
一
化
に
よ
っ
て

市
町
、
被
保
険
者
に
対
し
、

現
行
と
ど
の
よ
う
な
違
い
が

生
じ
て
く
る
の
か
。

深
堀
市
民
福
祉
部
長　

市
町

保
険
者
が
現
行
と
変
わ
る
と

こ
ろ
は
、
保
険
税
の
決
定
方

法
で
す
。
こ
れ
ま
で
は
市
町

が
医
療
費
を
推
計
し
、
保
険

税
を
決
定
し
て
い
た
が
平
成

三
十
年
度
以
降
は
、
県
が
医

療
費
水
準
や
所
得
水
準
を
考

慮
し
て
、
市
町
ご
と
の
納
付

金
の
額
と
標
準
保
険
税
率
を

示
し
、
そ
の
上
で
市
町
が
税

率
を
決
定
す
る
こ
と
に
な

る
。
ま
た
、
財
政
運
営
の
責

任
主
体
が
県
に
移
行
す
る
た

め
、
保
険
税
を
国
保
事
業
費

納
付
金
と
し
て
県
へ
納
付

し
、
保
険
給
付
に
必
要
な
費

県
単
一
化
で
国
保
の
構
造
的
矛
盾
は
解
決
で
き
る
の
か

そ
こ
は
何
と
も
言
え
な
い

答

市
民
福
祉
部
長　

県
単
一
化

に
向
け
て
の
議
論
の
中
心

に
、
直
接
被
保
険
者
に
関
係

す
る
納
付
金
額
及
び
保
険
税

率
が
あ
る
。

議
員　

平
成
三
十
年
度
か
ら

の
県
単
一
化
で
国
保
の
構
造

的
矛
盾
は
解
決
で
き
る
と
思

う
か
。

市
長　

改
善
が
で
き
る
か
、

そ
こ
は
何
と
も
言
え
な
い
。

巡
回
バ
ス
に
つ
い
て

要
が
弱
い
。
年
間
を
通
じ
神

埼
に
訪
れ
る
方
を
増
や
す
取

組
み
が
で
き
る
所
か
ら
始
め

た
い
。

藤瀬　光正 議員

議
員　

巡
回
バ
ス
は
導
入
後

３
年
が
経
過
し
た
が
利
用
が

低
迷
し
て
い
る
印
象
だ
。
交

通
弱
者
の
利
便
性
向
上
の
た

め
、
改
善
と
試
行
を
重
ね
て

い
た
だ
き
た
い
。

志
岐
総
務
企
画
部
長　

必
要

に
応
じ
検
証
を
図
る
。

佐藤　知美 議員
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議
員　

平
成
29
年
度
の
神
埼

河
川
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

城
原
川
に
つ
き
ま
し
て
は
、ダ
ム
事
業
と
共
に
国
・
県
に
要
請
し
ま
す

答

市
水
防
計
画
書
に
よ
れ
ば
、

千
代
田
町
柴
尾
橋
下
流
の
両

岸
は
、
降
雨
出
水
時
に
お
い

て
堤
防
か
ら
水
が
あ
ふ
れ
る

又
は
、
決
壊
等
に
よ
り
、
水

防
活
動
が
予
想
さ
れ
る
箇
所

と
な
っ
て
い
る
。
堤
防
幅
が

２
～
３
ｍ
未
満
と
狭
い
と
こ

ろ
も
あ
り
、地
域
の
方
々
が
、

い
つ
決
壊
す
る
か
不
安
を
抱

か
れ
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま

す
。
特
に
急
務
と
判
断
さ
れ

る
箇
所
へ
の
河
川
整
備
は
。

岸
川
産
業
建
設
部
長　

議
員

質
問
の
柴
尾
橋
よ
り
下
流
右

岸
２
４
４
ｍ
と
左
岸
２
５
６

ｍ
に
つ
い
て
は
重
要
水
防
箇

所
に
指
定
さ
れ
て
ま
す
。
こ

の
重
要
水
防
箇
所
に
つ
き
ま

し
て
は
、
洪
水
時
に
危
険
が

予
想
さ
れ
、重
点
的
に
巡
視
・

点
検
が
必
要
な
箇
所
と
い
う

こ
と
で
河
川
管
理
者
で
あ
り

ま
す
国
の
方
で
指
定
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
議
員
ご
指
摘

の
、
柴
尾
橋
下
流
の
両
岸
の

整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
堤

防
の
嵩か
さ
上
げ
・
拡
幅
を
行
う

箇
所
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
国
の
方
か
ら
は
今

後
、
筑
後
川
水
系
全
体
と
し

て
背
後
地
の
状
況
や
堤
防
の

状
況
等
を
踏
ま
え
、
優
先
順

位
等
を
判
断
し
な
が
ら
検
討

す
る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
が
、

こ
の
よ
う
な
実
態
を
十
分
に

国
・
県
に
治
水
対
策
を
早
急

に
、
確
実
に
行
わ
れ
る
よ
う

強
く
要
請
し
て
ま
い
り
ま
す
。

区
域
等
の
調
査
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
神
埼
市
で
は
平
成

27
年
度
に
調
査
が
終
了
し
、

県
に
よ
る
指
定
も
終
り
、
今

回
の
改
訂
に
あ
わ
せ
表
示
を

行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
３
点

目
は
北
部
版
、
南
部
版
と
分

け
る
こ
と
で
地
図
の
縮
尺
を

拡
大
し
、
見
や
す
く
し
ま
し

た
。

議
員　

地
球
温
暖
化
の
影
響

に
よ
る
集
中
豪
雨
が
頻
繁
に

発
生
し
て
い
る
。
時
間
雨
量

１
０
０
ミ
リ
以
上
の
降
雨
に

対
す
る
備
え
も
十
分
注
意
が

必
要
。
改
訂
さ
れ
た
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
お
伺
い

し
ま
す
。

志
岐
総
務
企
画
部
長　

１
点

目
は
想
定
浸
水
水
深
の
見
直

し
で
す
。
水
防
法
の
改
定
に

よ
り
48
時
間
雨
量
５
２
１
ミ

リ
が
、
８
１
０
ミ
リ
を
想
定

し
た
も
の
に
見
直
さ
れ
ま
し

た
。
２
点
目
は
土
砂
災
害
警

戒
区
域
、
特
別
警
戒
区
域
の

表
示
で
す
。
平
成
11
年
の
広

島
災
害
を
教
訓
に
平
成
12
年

い
わ
ゆ
る
土
砂
災
害
防
止
法

が
公
布
さ
れ
、
佐
賀
県
で
は

平
成
18
年
に
土
砂
災
害
警
戒

今
年
作
成
し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
、改
訂
版
の
違
い
は
何
か

北
部
版
、南
部
版
と
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
２
つ
に
分
け
た
点
で
す

答

総
務
企
画
部
長　

国
道
２
６

４
号
千
代
田
西
部
小
学
校

前
。
同
じ
く
藤
ノ
木
交
差
点

西
側
約
２
０
０
ｍ
の
位
置
の

２
ヶ
所
で
す
。
横
断
歩
道
の

カ
ラ
ー
化
に
よ
る
効
果
に
つ

き
ま
し
て
は
鳥
取
県
で
実
施

さ
れ
た
カ
ラ
ー
舗
装
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
回

答
を
得
た
ド
ラ
イ
バ
ー
の
２

割
が
横
断
歩
道
手
前
で
は
意

識
し
て
減
速
す
る
よ
う
に

な
っ
た
と
の
回
答
を
得
て
お

り
、
一
定
の
効
果
が
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。
神
埼
市
で
も

警
察
や
道
路
管
理
者
な
ど

と
、
研
究
を
重
ね
て
ま
い
り

た
い
。

改修が待たれる城原川下流

改訂したハザードマップ

片江　　護 議員

城
原
川
の
河
川

整
備
に
つ
い
て

交
通
安
全
対
策
に

つ
い
て

永沼　　彰 議員

議
員　

歩
行
者
の
安
全
対
策

と
し
て
カ
ラ
ー
舗
装
の
横
断

歩
道
を
見
か
け
る
が
神
埼
市

内
に
何
ヶ
所
あ
る
の
か
。
ま

た
、
そ
の
効
果
は
。
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吉野ヶ里歴史公園の観光客

議
員　

現
在
、
本
市
の
Ｇ
Ｄ

Ｐ
（
市
内
総
生
産
）
に
占
め

る
観
光
収
入
は
ど
れ
だ
け
あ

る
の
か
。

岸
川
産
業
建
設
部
長　

佐
賀

県
の
統
計
デ
ー
タ
に
よ
る

と
、
平
成
26
年
度
は
８
７
４

億
３
，４
０
０
万
円
。
観
光

収
入
額
は
７
億
３
，２
０
０

万
円
と
な
っ
て
い
る
（
０
・

84
％
）。
近
隣
同
規
模
市
町

は
鹿
島
市
３
・
３
％
、
小
城

市
１
・
２
％
、
吉
野
ヶ
里
町

１
・
48
％
と
な
っ
て
い
る
。

議
員　

市
内
消
費
（
販
売
）

を
ふ
や
す
決
め
手
は
、
国
内

外
か
ら
の
本
市
へ
の
観
光

客
、
来
訪
者
を
呼
び
寄
せ
る

「
仕
か
け
の
構
築
」に
あ
る
と

考
え
る
が
、
そ
の
た
め
の
対

策
は
ど
う
し
て
い
る
の
か
。

市
内
経
済
活
性
化
に
つ
な
が
る
観
光
政
策
の
推
進
を

訪
日
外
国
人
の
誘
客
促
進
を
は
じ
め
、他
市
の
成
功
事
例
を
参
考
に
策
定

答

が
あ
り
、
保
育
ス
ペ
ー
ス
の

確
保
と
支
援
員
の
確
保
に
努

め
、
待
機
児
童
の
抑
制
と
安

全
確
保
を
お
こ
な
っ
た
。

議
員　

子
ど
も
・
子
育
て
支

援
制
度
に
よ
り
、
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
運
営
指
針
が
策
定

さ
れ
た
こ
と
で
、
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
の
制
度
は
ど
の
よ

う
に
変
わ
っ
た
の
か
。

教
育
部
長　

放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、

最
低
基
準
を
提
示
さ
れ
て
い

た
が
、
今
回
の
運
営
指
針
は

全
国
的
な
標
準
仕
様
と
し
て

提
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

策
定
を
機
に
大
き
く
変
貌
す

る
こ
と
は
な
い
。

議
員　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
制
度
が
変
わ
っ
た
こ
と
に

よ
る
今
後
の
課
題
や
問
題
点

は
あ
る
の
か
。

教
育
部
長　

子
ど
も
・
子
育

て
支
援
制
度
が
実
施
さ
れ
、

待
機
児
童
問
題
の
解
消
と
保

育
の
質
の
確
保
を
図
る
た

め
、
指
導
員
に
対
す
る
専
門

資
格
、
放
課
後
児
童
支
援
員

議
員　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
必
要
性
と
期
待
が
高
ま

り
、
入
所
希
望
者
数
が
急
増

し
潜
在
的
な
待
機
児
童
が
発

生
し
て
い
る
。
ク
ラ
ブ
の
量

的
拡
大
、
質
的
拡
充
が
求
め

ら
れ
る
中
、
市
の
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
の
現
状
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

永
原
教
育
部
長　

平
成
26
年

度
に
神
埼
市
放
課
後
児
童
健

全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
を
国
に
準
じ
て
制
定
し

た
。
平
成
29
年
５
月
１
日
現

在
の
全
体
利
用
数
は
４
５
５

人
で
市
内
の
全
児
童
数
１
，

８
２
５
人
の
う
ち
約
24
・

９
％
が
利
用
し
て
い
る
。
中

で
も
神
埼
小
学
校
、
西
郷
小

学
校
は
定
員
を
上
回
る
利
用

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
制
度
改
正
に
よ
る
課
題
や
問
題
点
は

今
後
の
人
材
確
保
が
課
題
で
あ
る

答

が
創
設
さ
れ
た
。
市
に
お
い

て
は
現
在
19
名
が
放
課
後
児

童
支
援
員
の
資
格
を
取
得
し

て
お
り
、
平
成
29
年
度
は
４

名
が
資
格
取
得
見
込
み
で
あ

る
。

　

子
ど
も
と
の
安
定
的
・
継

続
的
な
か
か
わ
り
が
重
要
と

な
っ
て
く
る
た
め
、
支
援
員

の
雇
用
に
つ
い
て
は
長
期
的

に
安
定
し
た
形
態
に
す
る
こ

と
が
望
ま
し
く
、
今
後
の
人

材
確
保
が
課
題
で
あ
る
。
ま

た
、
支
援
員
の
処
遇
改
善
に

つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
る
。

原　　信義 議員

産
業
建
設
部
長　

九
年
庵
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
英
語
版
、

中
国
語
版
、
台
湾
語
版
と
作

成
し
、
情
報
発
信
と
受
け
入

れ
態
勢
の
充
実
を
図
っ
て
い

る
。
ま
た
、
８
月
に
は
台
湾

で
の
佐
賀
県
観
光
説
明
会
に

参
加
し
、
本
市
の
観
光
・
特

産
品
の
Ｐ
Ｒ
、
旅
行
社
と
の

商
談
、
観
光
セ
ー
ル
ス
に
努

力
。
本
市
と
し
て
は
豊
富
な

観
光
資
源
を
楽
し
く
回
遊
で

き
る
仕
か
け
づ
く
り
を
検
討

す
る
。

議
員　

鹿
島
市
な
ど
先
進
地

の
経
験
を
研
究
す
る
の
は
大

事
。
観
光
政
策
の
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
を
持
つ
べ
き
だ
と

考
え
る
が
。

産
業
建
設
部
長　

他
市
町
先

進
事
例
の
研
究
、
情
報
収
集

に
は
努
め
て
い
る
。
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
は
、
市
総
合
計

画
で
今
後
10
年
間
を
見
据
え

た
計
画
を
策
定
し
て
い
き
た

い
。

原口ひさよ 議員
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議
員　

脊
振
町
複
合
施
設
に

コ
ン
ビ
ニ
を
誘
致
す
る
の
が

地
域
活
性
化
の
核
に
な
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
も
脊
振

町
の
方
々
は
コ
ン
ビ
ニ
等
の

導
入
を
望
ま
れ
て
い
る
の

で
、
こ
の
事
に
関
し
て
脊
振

町
（
神
埼
市
民
）
と
市
が
一

緒
に
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
が
大
事
。
買
い
物
弱

者
が
利
活
用
に
便
利
に
な
る

事
を
協
議
し
て
い
く
委
員
会

設
置
の
考
え
を
伺
う
。

中
島
庁
舎
整
備
課
長　

店
舗

の
導
入
や
買
い
物
弱
者
の
施

設
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
地

域
住
民
の
方
々
の
意
見
を
拝

聴
す
る
こ
と
は
有
意
義
な
こ

と
で
あ
る
。
公
募
な
ど
に
よ

り
住
民
の
方
に
呼
び
か
け
、

一
緒
に
考
え
て
下
さ
る
方
を

脊
振
町
複
合
施
設
利
活
用
の
市
民
協
議
委
員
会
設
置
に
つ
い
て

公
募
な
ど
に
よ
り
募
集
す
る
こ
と
を
行
っ
て
み
た
い

答

募
集
す
る
こ
と
も
一
つ
の
試

み
と
し
て
行
っ
て
み
た
い
。

公
募
は
、
事
前
に
脊
振
町
複

合
施
設
検
討
委
員
会
に
諮
っ

た
上
で
実
施
す
る
。

が
、
医
師
と
協
議
検
討
し
て

い
き
た
い
。
又
、
Ｉ
Ｔ
シ
ス

テ
ム
に
つ
い
て
も
医
師
と
随

時
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

朝
倉
市
の
事
例
で

は
、
扇
状
地
帯
で
の
被
害
が

多
く
あ
っ
て
い
る
。
神
埼
市

の
城
原
川
で
も
そ
の
可
能
性

は
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

岸
川
産
業
建
設
部
長　

仁
比

議
員　

庁
舎
建
設
に
伴
っ

て
、
神
埼
市
立
図
書
館
も
中

央
公
民
館
か
ら
旧
農
協
会
館

の
１
階
に
移
転
す
る
。
こ
の

図
書
館
の
充
実
と
運
営
に
つ

い
て
は
、
民
間
委
託
で
は
な

く
、
市
が
責
任
を
も
っ
て
直

営
と
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た

図
書
館
が
完
成
す
る
平
成
32

年
度
以
降
に
つ
い
て
は
、
司

書
資
格
を
持
っ
た
正
規
職
員

を
是
非
と
も
配
置
す
べ
き
で

あ
る
。

市
長　

今
の
と
こ
ろ
は
、
運

営
に
つ
い
て
は
市
の
直
営
で

や
る
と
い
う
考
え
で
あ
る
。

ま
た
そ
の
段
階
に
な
っ
た

ら
、
図
書
館
長
は
必
要
で
あ

り
、
そ
れ
に
か
な
う
よ
う
な

形
で
進
め
て
い
き
た
い
。

神
埼
市
立
図
書
館
の
運
営
は
市
の
直
営
で
や
る
べ
き
で
あ
る

市
の
直
営
で
や
る
と
考
え
て
い
る

答

り
、
研
修
を
さ
せ
神
埼
市
民

の
安
全
を
図
る
べ
き
で
あ

る
。

市
長　

全
職
員
が
地
域
で
活

動
で
き
る
よ
う
、
朝
倉
地
区

に
も
職
員
を
視
察
さ
せ
た

い
。

そ
の
他
の
質
問

・
平
成
26
・
27
年
度
定
例
会

一
般
質
問
答
弁
進
捗
状
況

・
合
併
特
例
債
に
よ
る
普
通

交
付
税
合
併
算
定
替
え

・
直
鳥
環
濠
ク
リ
ー
ク
公
園

の
防
犯
対
策

・
民
生
委
員
の
協
力
員
制
度

構
築
の
考
え

・
図
書
館
運
営
（
館
長
専
任
）

の
考
え
に
つ
い
て

・
千
代
田
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
環
境
整
備

九州北部豪雨の被害を受けた朝倉市の扇状地区内

福田　淸道 議員

白石　昌利 議員

脊
振
診
療
所
の

運
営
に
つ
い
て

７
月
の
九
州
北
部
豪
雨

災
害
を
教
訓
と
し
て

議
員　

Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
地

域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
取

り
組
み
の
状
況
と
、
脊
振
複

合
施
設
診
療
所
で
の
Ｉ
Ｔ
シ

ス
テ
ム
導
入
の
計
画
を
伺

う
。

森
田
脊
振
支
所
長　

県
で

は
、
佐
賀
県
診
療
情
報
地
域

連
携
シ
ス
テ
ム
の
整
備
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。
脊
振
診
療

所
で
は
現
在
未
加
入
で
あ
る

山
地
区
下
流

域
で
扇
状
地

性
低
地
が
発

達
し
て
お

り
、
今
回
の

よ
う
な
多
量

の
流
木
が
発

生
し
、
橋
梁

に
つ
ま
っ
た

場
合
は
甚
大

な
被
害
が
発

生
す
る
と
想

定
さ
れ
る
。

議
員　

市
と

し
て
も
こ
の

教
訓
を
生
か

す
べ
く
、
関

係
者
、
職
員

を
現
地
に
や
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旧千代田町土地利用（将来）図

議
員　

城
原
川
ダ
ム
が
い
よ

い
よ
着
手
さ
れ
る
事
に
な
る

が
、
建
設
予
定
地
は
花か

崗こ
う

岩
地
質
の
た
め
風
化
し
た
真

砂
土
と
併
せ
て
巨
石
や
流
木

が
流
れ
込
む
事
が
予
想
さ
れ

る
が
対
策
は
講
じ
ら
れ
て
い

る
の
か
。

岸
川
産
業
建
設
部
長　

流
水

型
ダ
ム
は
河
床
部
に
放
流
孔

が
あ
り
、
土
砂
、
巨
石
、
流

木
等
に
よ
り
穴
を
塞
ぐ
事
が

予
想
さ
れ
、
ダ
ム
上
流
に
流

木
な
ど
を
捕
捉
で
き
る
施
設

を
設
け
た
り
、
穴
に
ス
ク

リ
ー
ン
を
設
置
す
る
な
ど
の

計
画
と
な
っ
て
い
る
。

議
員　

城
原
川
流
域
は
杉
、

檜
な
ど
の
針
葉
樹
が
多
く
植

栽
さ
れ
て
い
る
が
、
針
葉
樹

は
広
葉
樹
に
比
べ
根
が
浅
く

九
州
北
部
災
害
で
は
流
木
被
害
が
問
題
視
さ
れ
た
が
対
策
は

国
に
お
い
て
慎
重
に
検
討
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る

答

大
量
に
雨
が
降
っ
た
場
合
、

流
木
の
原
因
と
さ
れ
る
斜
面

崩
壊
が
起
こ
り
易
い
と
考
え

ら
れ
る
為
、
今
後
は
森
林
整

備
と
一
体
的
に
検
討
し
て
頂

き
た
い
が
。

吉
田
林
業
課
長　

森
林
整
備

に
つ
い
て
は
国
、
県
の
補
助

事
業
を
活
用
し
適
正
な
森
林

の
維
持
保
全
管
理
に
努
め
て

い
き
た
い
。

議
員　

新
幹
線
長
崎
ル
ー
ト

で
は
、
フ
リ
ー
ゲ
ー
ジ
ト
レ

イ
ン
の
開
発
の
中
、
安
全
性
・

耐
久
性
コ
ス
ト
の
面
で
開
発

困
難
な
状
況
と
聞
い
て
い
る

が
、
安
全
面
か
ら
フ
ル
規
格

化
に
つ
い
て
の
市
の
考
え
は
。

志
岐
総
務
企
画
部
長　

国
、

県
、
Ｊ
Ｒ
な
ど
の
関
係
機
関

の
動
向
を
注
視
し
、
市
内
の

極
小
踏
み
切
り
、
遮
断
機
や

警
報
機
の
な
い
踏
み
切
り
、

段
差
の
あ
る
踏
切
等
安
全
性

の
向
上
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

議
員　

神
埼
市
３
町
村
合
併

時
の
約
束
で
あ
る
市
周
辺
部

の
千
代
田
町
、
脊
振
町
が
衰

退
し
な
い
よ
う
に
取
組
ん
で

い
く
と
説
明
さ
れ
て
い
た

が
、
周
辺
部
市
民
は
、
市
の

施
策
・
振
興
策
が
見
え
て
こ

な
い
と
の
意
見
が
あ
り
、
活

性
化
策
に
つ
い
て
ど
う
行
っ

て
い
く
の
か
。

志
岐
総
務
企
画
部
長　

新
市

の
進
む
べ
き
方
向
は
、
神
埼

市
総
合
計
画
に
委
ね
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
実

情
に
応
じ
て
広
く
公
平
に
展

開
し
て
き
た
。
今
後
の
活
性

化
対
策
は
、
今
ま
で
ど
お
り

市
全
体
の
均
衡
あ
る
発
展
を

目
指
す
と
と
も
に
、
市
民
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
を
継
続
し

て
い
く
。

活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
活
性
化
を
ど
う
図
っ
て
行
く
の
か

土
地
利
用
の
あ
り
方
を
勘
案
し
、見
直
し
を
検
討

答

え
て
い
る
。
当
初
の
計
画
時

か
ら
見
ま
す
と
、
農
工
法
の

一
部
改
正
に
よ
り
農
地
転
用

の
規
制
が
緩
和
さ
れ
る
な

ど
、
社
会
情
勢
の
変
化
や
国

の
土
地
利
用
施
策
が
見
直
さ

れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
集
落
内
の
水
環
境
改
善
策

に
つ
い
て

・
防
災
対
策
に
つ
い
て

議
員　

市
の
活
性
化
策
と
し

て
は
、
平
成
23
年
に
策
定
し

た
神
埼
市
国
土
利
用
計
画
の

土
地
利
用
構
想
図
を
見
ま
す

と
、
農
業
区
域
を
重
点
に
置

い
た
将
来
図
に
な
っ
て
い
る

が
、
平
成
30
年
総
合
計
画
の

策
定
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

土
地
利
用
の
見
直
し
を
含
め

た
検
討
を
行
う
べ
き
で
あ
る

と
思
う
。
市
の
考
え
は
。

宮
地
企
画
課
長　

市
と
し
て

は
、
千
代
田
町
に
限
ら
ず
、

木原　憲治 議員

中野　　均 議員

市
全
体
及

び
地
域
ご

と
の
人
口

動
向
や
経

済
情
勢
な

ど
を
踏
ま

え
た
土
地

利
用
の
あ

り
方
を
勘

案
し
た
上

で
、
国
土

利
用
計
画

の
見
直
し

を
検
討
し

た
い
と
考

そ
の
他
の
質
問

・
北
ミ
サ
イ
ル
が
飛
来
し
た

時
の
対
応
と
避
難
訓
練
実

施
計
画
は
あ
る
の
か
。

・
各
地
で
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
不

具
合
が
生
じ
て
い
る
が
大

丈
夫
な
の
か
。

・
避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
い

る
各
施
設
の
老
朽
化
が
進

ん
で
い
る
が
整
備
計
画
は

あ
る
の
か
。



神埼市議会だより　第44号

14

一般質問

体
育
施
設
だ
け
で
は
な
く
、

避
難
場
所
に
も
な
っ
て
い

る
。
災
害
時
に
長
期
に
生
活

す
る
場
合
も
考
え
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
空
調
機
の
使
用

が
で
き
ず
健
康
被
害
の
可
能

性
も
考
え
る
べ
き
だ
が
、
住

民
に
説
明
と
責
任
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

志
岐
総
務
企
画
部
長　

避
難

所
に
お
い
て
生
活
環
境
が
良

好
で
避
難
さ
れ
た
方
の
状
態

や
体
調
に
沿
っ
た
対
応
を
考

え
る
。

議
員　

脊
振
勤
労
者
体
育
館

は
他
の
体
育
施
設
に
類
を
見

な
い
空
調
設
備
が
な
さ
れ
て

い
る
。
地
区
住
民
の
利
用
や

地
区
以
外
の
競
技
団
体
か
ら

も
評
判
が
よ
く
活
用
さ
れ
て

き
た
。
本
年
も
酷
暑
の
中
毎

年
お
こ
な
わ
れ
る
三
神
地
区

中
学
校
総
合
体
育
大
会
が
開

催
さ
れ
た
が
、
保
守
点
検
が

さ
れ
て
な
く
使
用
で
き
ず
生

徒
も
関
係
者
も
残
念
な
思
い

で
あ
っ
た
。
保
守
点
検
を
し

な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

永
原
教
育
部
長　

施
設
全
体

の
空
調
稼
働
の
見
直
し
を
行

い
、
脊
振
勤
労
者
体
育
館
の

需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
に

差
が
あ
り
今
回
稼
働
を
見
合

わ
せ
た
。

議
員　

脊
振
小
・
中
学
校
の

脊
振
勤
労
者
体
育
館
、空
調
設
備
の
保
守
点
検
の
必
要
性

研
究
し
再
度
検
討
し
た
い
と
感
じ
て
い
る

答

議
員　

図
書
館
に
英
語
の
本

の
整
備
は
で
き
て
い
る
の

か
。
生
徒
や
先
生
へ
の
対
応

は
。

教
育
部
長　

す
べ
て
の
図
書

館
に
興
味
を
も
つ
本
を
整
備

し
て
い
る
。
生
徒
は
会
話
や

ゲ
ー
ム
で
楽
し
ん
で
い
る
。

先
生
に
は
講
習
会
を
活
用

し
、指
導
力
を
図
っ
て
い
る
。

地域の農林水産物品を主な返礼品としています

設置されている脊振勤労者体育館の空調設備

議
員　

期
末
手
当
、
ボ
ー
ナ

ス
等
に
つ
い
て
常
勤
職
員
の

支
給
月
数
と
同
水
準
に
す
る

様
に
、
と
い
う
改
正
地
方
自

治
法
が
成
立
し
た
。
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
一
翼
を
担
う
非

正
規
職
員
の
処
遇
に
つ
い

て
。

志
岐
総
務
企
画
部
長　

改
正

で
は
一
年
度
間
の
『
会
計
年

度
任
用
職
員
制
度
』
を
新
た

に
設
け
、
正
規
職
員
と
の
均

衡
を
踏
ま
え
た
給
与
水
準
の

引
き
上
げ
、
期
末
手
当
及
び

退
職
手
当
の
支
給
な
ど
処
遇

改
善
が
あ
る
一
方
で
、
服
務

規
律
、
懲
戒
処
分
な
ど
の
対

象
と
な
り
、
財
政
負
担
が
課

題
と
な
り
ま
す
。

議
員　

経
験
や
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
し
て
能
力
を
上
げ
た
非
正

法
改
正
に
伴
う
非
正
規
職
員
の
処
遇
、待
遇
に
つ
い
て

32
年
４
月
１
日
の
移
行
に
向
け
て
研
究
に
努
め
た
い

答

規
職
員
の
人
事
評
価
は
。

佐
藤
総
務
課
長　

管
理
職
は

評
価
の
目
線
を
合
わ
せ
る
研

修
、内
部
情
報
交
換
を
行
い
、

今
後
の
人
事
評
価
に
つ
な
げ

て
行
く
。

を
研
究
す
る
。

議
員　

全
自
治
体
が
同
じ
ス

タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
っ
た
。

寄
附
者
の
思
い
を
大
事
に
。

政
策
推
進
室
長　

使
途
に
つ

い
て
は
寄
附
者
の
思
い
に

沿
っ
た
事
業
を
展
開
し
て
い

く
。

野副　 昭 議員

田原　和幸 議員

ふ
る
さ
と
納
税
に

つ
い
て

２
０
２
０
年
度
か
ら

の
市
内
小
・
中
学
校

の
英
語
教
育
の
拡
充

議
員　

高
額
返
礼
品
に

対
す
る
総
務
省
通
達
が

あ
っ
た
ふ
る
さ
と
納

税
、
市
へ
の
影
響
と
現

況
、
今
後
の
考
え
方
に

つ
い
て
。

総
務
企
画
部
長　

返
礼

品
の
拡
充
を
図
り
「
ふ

る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」
へ

の
掲
載
を
行
い
、
寄
附

者
の
利
便
性
が
向
上
し

た
こ
と
に
よ
り
、
前
年

度
比
、
件
数
37
倍
、
金

額
３
・
５
倍
の
伸
び
率

と
な
っ
た
。

野
中
政
策
推
進
室
長　

総
務
省
通
知
に
よ
る
返

礼
品
の
見
直
し
を
行
い

高
額
納
税
者
へ
の
対
応
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山田　一明 議員

横武１号踏切り

議
員　

土
砂
災
害
警
戒
区
域

内
で
の
避
難
場
所
は
現
状
で

よ
い
の
か
。

志
岐
総
務
企
画
部
長　

避
難

場
所
の
安
全
性
や
二
次
被
害

の
危
険
性
等
を
確
認
し
た
上

で
開
設
。
脊
振
町
の
指
定
避

難
場
所
は
８
ヵ
所
。
そ
の
う

ち
脊
振
中
学
校
武
道
館
、
久

保
山
消
防
詰
所
、
鳥
羽
院
山

荘
の
３
ヵ
所
は
土
砂
災
害
警

戒
区
域
内
に
あ
り
土
砂
災
害

で
は
使
用
し
な
い
。
他
の
施

設
は
土
砂
災
害
警
戒
区
域
内

で
あ
る
が
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
構
造
で
安
全
で
あ
る
。

議
員　

急
傾
斜
地
の
崩
落
防

止
整
備
率
が
低
い
状
況
と
聞

い
て
い
る
が
危
険
箇
所
へ
の

整
備
対
応
は
。

嶋
建
設
課
長　

土
砂
災
害
の

災
害
発
生
時
の
人
命
被
害
ゼ
ロ
へ
の
取
り
組
み
は
至
上
命
題
で
は

国
・
県
関
係
機
関
と
協
議
を
行
い
見
直
し
を
図
る
こ
と
に

答

恐
れ
の
あ
る
急
傾
斜
地
１
５

３
ヵ
所
、
５
戸
以
上
の
民
家

が
あ
り
、
対
策
を
要
す
る

53
ヵ
所
の
内
崩
落
防
止
工
事

完
了
は
15
ヵ
所
、
市
が
工
事

の
事
業
主
体
の
場
合
受
益
者

に
一
定
の
自
己
負
担
が
生
じ

る
整
備
の
必
要
性
を
理
解
し

て
頂
き
整
備
が
進
む
よ
う
に

努
め
る
。

議
員　

市
管
内
に
Ｊ
Ｒ
踏
切

遮
断
機
も
無
い
踏
切
り
は
神

埼
市
内
２
ヵ
所
有
り
横
武
１

号
踏
切
り
、
下
六
丁
地
区
の

西
田
踏
切
り
が
あ
る
。
踏
切

の
改
善
に
つ
い
て
は
こ
れ
迄

も
地
区
関
係
者
及
び
Ｊ
Ｒ
と

市
に
お
い
て
も
踏
切
廃
止
又

改
良
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね

て
い
る
と
こ
ろ
で
解
決
に

至
っ
て
い
な
い
。

議
員　

政
府
は
、
２
０
１
９

年
度
予
定
の
佐
賀
空
港
へ
の

オ
ス
プ
レ
イ
配
備
計
画
が
困

難
な
状
況
を
踏
ま
え
、「
九

州
地
方
や
木
更
津
駐
屯
地
を

想
定
し
、
陸
上
自
衛
隊
駐
屯

地
に
配
備
す
る
方
針
を
固
め

た
」
と
報
道
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
方
針
で
い
け
ば
、
目
達

原
駐
屯
地
へ
の
オ
ス
プ
レ
イ

の
暫
定
配
備
も
選
択
肢
の
一

つ
と
し
て
十
分
に
考
え
ら
れ

る
。
そ
こ
で
、
オ
ス
プ
レ
イ

に
よ
る
事
故
の
危
険
性
、
騒

音
問
題
等
、
住
民
の
生
活
に

大
き
な
影
響
を
与
え
る
の
で

は
な
い
か
と
心
配
す
る
が
、

神
埼
市
の
考
え
は
。

佐
藤
総
務
課
長　

暫
定
配
備

の
計
画
が
あ
る
と
い
う
話
は

聞
い
て
お
り
ま
す
。
た
だ
、

目
達
原
駐
屯
地
へ
の
オ
ス
プ
レ
イ
の
暫
定
配
備
を
心
配
す
る
が

情
報
収
集
を
し
て
市
民
の
安
心
・
安
全
に
努
め
る

答

ま
す
。
結
果
に
つ
い
て
は
、

神
埼
町
に
つ
い
て
は
特
に
問

題
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

千
代
田
町
に
つ
い
て
は
、
検

査
箇
所
に
よ
っ
て
環
境
保
全

基
準
を
上
回
っ
て
お
り
、
具

体
的
に
は
、
ｐ
Ｈ
（
水
素
イ

オ
ン
濃
度
指
数
）で
一
ヵ
所
、

Ｂ
Ｏ
Ｄ
（
生
物
化
学
的
酸
素

要
求
量
）
で
二
ヵ
所
あ
り
、

今
回
の
調
査
に
よ
る
数
値
だ

け
で
の
判
断
は
で
き
な
い
た

め
、
継
続
的
に
同
じ
場
所
で

水
質
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
他
の
地
区
か
ら
の
要
望

が
あ
れ
ば
、
水
質
検
査
を
実
施

し
、
水
の
環
境
保
全
に
努
め

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

現
時
点
に
お
い
て
防
衛
省
が

目
達
原
駐
屯
地
に
暫
定
配
備

を
決
定
し
た
事
実
は
あ
り
ま

せ
ん
し
、
県
に
お
い
て
も
受

け
入
れ
に
つ
い
て
の
言
及
も

さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
、
国
に
お
い
て
目
達

原
駐
屯
地
へ
の
暫
定
配
備
計

画
が
明
ら
か
に
な
っ
た
場
合

は
、
県
と
協
議
し
な
が
ら
、

関
係
自
治
体
と
し
て
事
前
に

協
議
を
求
め
て
い
く
な
ど
と

い
う
こ
と
も
考
え
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

野口　英樹 議員

集
落
内
の
ク
リ
ー
ク

（
堀
）整
備
に
つ
い
て

議
員　

集
落
内
の
ク
リ
ー

ク
（
堀
）
整
備
に
つ
い
て
現

在
、
ク
リ
ー
ク
の
水
質
検
査
を

行
っ
て
い
る
が
、検
査
結
果
は
。

深
堀
市
民
福
祉
部
長　

ク

リ
ー
ク
の
水
質
検
査
は
、
地

区
か
ら
の
要
望
に
よ
り
、
千

代
田
町
内
で
平
成
29
年
２
月

に
７
地
区
10
カ
所
、
29
年
１

月
と
５
月
に
神
埼
町
内
２
地

区
６
カ
所
で
実
施
し
て
お
り

り
は
13
ヵ
所

あ
り
そ
の
内

11
ヵ
所
は
警

報
機
遮
断
機

が
整
っ
た
踏

切
り
で
問
題

な
の
は
遮
断

機
又
警
報
機

も
な
い
歩
行

者
専
用
で
危

険
な
踏
切
り

の
改
善
を
ど

の
様
に
考
え

て
い
る
か
。

牛
島
防
災
危

機
管
理
課
長

　

警
報
機
も

沖縄の名護市沖で墜落したオスプレイの様子
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る
。

議
員　

公
共
施
設
の
現
況
調

査
の
方
法
と
進
捗
状
況
の
把

握
内
容
に
つ
い
て
。

平
山
財
政
課
長　

個
別
の
管

理
計
画
は
施
設
ご
と
策
定

「
建
設
年
度
」「
耐
用
年
数
」

「
老
朽
化
の
度
合
い
」「
維
持

管
理
費
の
推
移
」「
利
用
者

情
報
」「
利
用
状
況
ニ
ー
ズ
」

等
を
聴
取
し
施
設
管
理
計
画

議
員　

前
年
度
決
算
は
、
８

月
監
査
委
員
の
審
査
、
決
算

書
に
意
見
書
添
付
９
月
議
会

に
提
出
、
11
月
決
算
委
員
会

審
議
に
付
し
、
12
月
議
会
に

認
定
、12
月
議
会
開
会
時
は
、

次
年
度
予
算
編
成
査
定
に
は

終
盤
の
時
期
で
あ
り
、
事
業

評
価
・
市
民
の
満
足
度
等
分

析
を
反
映
す
る
に
は
９
月
議

会
認
定
を
。

志
岐
総
務
企
画
部
長　

次
年

度
予
算
査
定
に
際
し
て
は
、

監
査
委
員
の
指
摘
事
項
を
反

映
し
て
い
る
が
、
９
月
議
会

認
定
は
各
事
業
所
管
の
決
定

分
析
後
の
早
い
時
期
に
課
題

整
理
が
可
能
と
な
り
、
予
算

へ
の
反
映
が
容
易
と
な
る
こ

と
も
あ
り
、
９
月
議
会
へ
の

変
更
は
議
会
側
と
協
議
す

決
算
認
定
時
期
、公
共
施
設
管
理
、生
活
困
窮
者
自
立
支
援

施
設
の
老
朽
化
、長
寿
命
化
に
向
け
た
計
画
の
策
定

答

家
永
福
祉
事
務
所
長　

自
立

支
援
事
業
は
平
成
27
年
度
よ

り
、
佐
賀
県
福
祉
会
へ
委
託

実
施
し
て
い
る
。
事
業
種
は

必
須
事
業
で
あ
る
。「
自
律

相
談
支
援
」「
住
宅
確
保
給

付
金
」、
任
意
事
業
で
あ
る

「
家
計
相
談
支
援
」「
子
ど
も

学
習
支
援
→
子
供
の
貧
困
連

鎖
の
防
止
」
に
、
取
り
組
ん

で
い
る
。

築後36年経過、海洋センター

議
員　

個
人
、
集
落
営
農
か

ら
農
事
組
合
法
人
に
移
行
す

る
こ
と
の
妥
当
性
、
問
題
点

な
ど
、
ど
う
捉
え
、
ど
う
い

仁
比
山
神
社
辺
り
か
ら
博
多
駅
ま
で
ト
ン
ネ
ル
掘
っ
た
ら

莫
大
な
事
業
費
を
要
す
る
か
ら
困
難

答

う
方
向
に
向
け
て
い
っ
て
い

る
の
か
。
ど
う
す
れ
ば
将
来

の
神
埼
市
の
農
業
は
う
ま
く

い
き
、
農
民
が
幸
せ
に
な
っ

て
い
く
と
考
え
て
い
る
の

か
。

國
廣
産
業
建
設
部
参
事
官　

神
埼
市
の
水
田
農
業
は
、
集

落
が
一
体
と
な
っ
た
営
農
が

展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
集
落

営
農
か
ら
農
事
組
合
法
人

に
、
法
人
化
す
る
に
当
っ
て

の
問
題
点
と
し
て
は
、
誰
が

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
っ
て

い
く
の
か
、
法
人
化
を
検
討

す
る
手
法
が
わ
か
ら
な
い
。

法
人
化
し
た
ら
農
地
が
取
り

上
げ
ら
れ
る
等
と
、
法
人
化

に
不
安
を
持
た
れ
て
い
る
方

が
お
ら
れ
る
な
ど
、
問
題
を

抱
え
て
あ
る
組
織
も
あ
る
と

思
わ
れ
ま
す
。
諸
問
題
に
つ

い
て
は
組
織
内
で
の
十
分
な

話
し
合
い
を
持
っ
て
い
た
だ

き
、
市
と
し
て
も
引
き
続
き

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら

集
落
営
農
の
法
人
化
へ
の
支

援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

宮地　　明 議員

仁比山神社

松本　軍二 議員

神
埼
市
の
農
業
施
策

市
民
の
生
活
に
つ
い
て

議
員　

年
金
で
暮
ら
す
人
の

暮
ら
し
に
つ
い
て
、
ど
う
考

え
た
ら
、
文
化
的
な
最
低
限

度
の
生
活
が
営
め
る
の
か
。

家
永
福
祉
事
務
所
長　

年
金

の
収
入
認
定
額
が
、
国
が
定

め
た
最
低
生
活
費
認
定
額
に

満
た
な
い
と
き
に
保
護
を
受

け
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。

に
反
映
さ

せ
る
。

議
員　

生

活
困
窮
者

の
支
援
制

度
が
平
成

27
年
４
月

よ
り
開

始
、
生
活

保
護
に
陥

る
前
の
支

援
が
目
的

で
あ
り
取

組
状
況

は
。
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平成 29 年度議会報告会の総括
〇参加者数
　・７月 21 日（金）　脊振公民館	 	 	 16 人
　・７月 22 日（土）　神埼市中央公民館	 	 10 人
　・７月 30 日（日）　千代田支所	 	 	 ８人

〇議会報告会運営会議での主な意見
　・市民が議会に興味を持っていないようである。
　・年々、市民の参加者が減っている状況で、報告会を行う意味があるのか疑問である。
　・今回の周知方法に問題はなかったのか。口頭で周知することも必要ではなかったか。
　・やめることは簡単だが、続けることも検討してはどうか。
　・なぜ市民が来ないのかを考えて、市民が来るような仕組みを図るべき。
　・小学校区単位で行えば、参加者が増えるかもしれない。
　・「議員と語ろう」のテーマを決めて行ったら良かったかもしれない。例えば、興味があると
　　思われる新庁舎建設や葬祭場建設など。

〇総括
　今回の報告会で一旦終了とし、来年度以降の開催については、平成 30 年４月改選後の議員に
委ねることとする。

脊振会場 神埼会場

千代田会場
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7月４日～５日
	 文教厚生常任委員会	行政視察研修
	 （大阪府池田市・泉大津市）
　　６日	 議会広報編集特別委員会
	 兵庫県小野市議会より行政視察
　　11日	 全国市議会議長会基地協議会第88回理事

会（東京都）
　　13日～ 14日
	 産業建設常任委員会	行政視察研修
	 （大分県臼杵市・中津市）
　　19日	 防衛省全国情報施設協議会総会（東京都）
　　21日	 議会広報編集特別委員会
	 議会報告会（脊振町）
　　22日	 議会報告会（神埼町）
　　30日	 議会報告会（千代田町）
　　31日	 議会広報編集特別委員会
８月２日	 全員協議会
	 議会改革検討特別委員会
　　17日	 総務常任委員会
	 佐賀県市議会議長会	議員研修会

　　18日	 産業建設常任委員会
　　22日	 文教厚生常任委員会
　　29日	 議会運営委員会
９月１日～ 26日
	 平成29年９月第３回神埼市議会定例会
　　１日	 全員協議会
　　６日	 議会広報編集特別委員会
　　11日	 議会運営委員会
　　12日	 議会改革検討特別委員会	第2分科会
　　13日	 平成29年度予算特別委員会
　　14日	 産業建設常任委員会
　　15日	 総務常任委員会
	 議会改革検討特別委員会	小委員会
　　19日	 文教厚生常任委員会
　　20日	 議会改革検討特別委員会
　　21日	 神埼市まちづくり特別委員会
　　22日	 議会運営委員会
	 第220回佐賀県市議会議長会正副議長会

（嬉野市）
　　26日	 全員協議会

《議会の動き》 （Ｈ29年７月～９月）

副
委
員
長

　
簑
原
　
　
忍

平成 29 年度神埼市決算特別委員会の顔ぶれ

西原　正剛

松本　軍二

山田　一明

片江　　護

原口ひさよ

福田　淸道

山口　義文

・平成 28 年度神埼市一般会計決算及び特別会計決算について議会の議決によって付議された事件を審査

委
員
長

　
野
副
　
　
昭
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 志 半 ば で ……
　市民の声を大切に、市民の思いを行政に、
すみやすいまちづくりを目指された市民派の
藤瀬光正神埼市議会議員が、去る平成29年９
月30日、逝去されました。
　在りし日の藤瀬光正議員について語って頂
きました。

藤瀬光正議員の逝去を悼む

故藤瀬神埼市議会議員を想う

神埼市議会議長　廣瀧　恒明

神埼市議会元副議長　古賀　安行

　藤瀬議員の突然の訃報に深い驚きと悲しみを禁じ得ませんで
した。
　あなたは、平成元年に神埼町議会議員に就任後、合併に至る
までの約 17 年間、町議を務められました。合併後の神埼市で
は初代議長として、その卓越した手腕と指導力により、現在の
市議会の礎を築かれました。
　ここに「議会だより第 44 号」をもって追悼するにあたり、先

般の９月定例会において見事な一般質問をされた雄姿が昨日のことのように思われます。
　私たちは、活気のある神埼市を築こうと奮闘されたあなたの情熱を引き継ぎ、今後とも
市政発展に尽くすことをお誓いします。

　平成 18 年３月 20 日、旧神埼町、千代田町及び脊
振村が合併し人口３万４千人の神埼市が誕生。４
月 23 日の選挙において 26 名の議員で議会がスター
トした。翌朝玄関のチャイムが鳴った。「藤瀬光正
です」、新生神埼の将来像を熱く語る彼に感化され、
５月２日初議会で初代議長に選任され、真新しい議
長席に凛として立ち、旧３町村の歴史を始めとして
地域の特色を生かした「自然と歴史と人の輝く未来都市」を目指すと所信の一端を述べられ、
思い出深いものとなった。いっしょに会派を組み市政発展に貢献され、目の前には新庁舎
の軌跡を残し突然の訃報も必ずや後世に語り継がれるものと信じ。「故藤瀬光正を想う」
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編
集
後
記

広
報
委
員
会

委 

員 

長　

野
副　

昭

副
委
員
長　

原　
　

信
義

委
　
　
員　

白
石　

昌
利

委
　
員　

原
口
ひ
さ
よ

委
　
員　

田
原　

和
幸

委
　
員　

永
沼　
　

彰

　

突
然
と
も
言
え
る
衆
議
院
解
散
、
激
し

く
厳
し
い
舌
戦
の
ス
タ
ー
ト
。

　
「
物
言
え
ば
唇
寒
し
秋
の
風
」

　

周
囲
を
見
渡
せ
ば
、
ま
さ
に
実
り
の

秋
！
コ
ン
バ
イ
ン
と
そ
の
集
団
が
せ
わ
し

な
く
収
穫
作
業
の
真
っ
盛
り
。

　
「
実
る
程　

頭こ
う
べ

を
垂
れ
る
稲
穂
か
な
」

　

今
議
会
、
市
民
の
皆
様
に
と
っ
て
議
会

の
議
論
が
実
り
あ
る
も
の
だ
っ
た
！
そ
う

確
信
を
抱
い
て
ま
す
。
判
断
は
市
民
の
皆

様
に
委
ね
る
ほ
か
は
あ
り
ま
せ
ん
が
・・・
。

こ
の
「
議
会
だ
よ
り
」
が
そ
の
作さ
く

柄が
ら

を
占

う
意
味
で
も
お
役
に
立
て
ば
幸
い
で
す
。

　

ぜ
ひ
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

　

頭こ
う
べ

を
垂
れ
て
お
願
い
致
し
ま
す
。

�

（
記　

田
原　

和
幸
）

議 会 傍 聴

千代田東部小学校

千代田西部小学校

千代田中部小学校

訂正のお詫び
　議会だより第 43 号Ｐ８の「意見書第１号」の衆議院議長　伊達忠一殿とあるのは正しくは参議院議長
です。
　以上お詫びして訂正いたします。


